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(57)【要約】
　デンタルウェッジは外端から反対側の内端に延在する
細長い本体を有する。本体は縦方向中間壁と、中間壁に
連結された縦方向第１側壁と、中間壁に連結された縦方
向第２側壁とを含む。第１側壁と第２側壁はそれぞれ中
間壁から向こうに張り出して、第１側壁の第１遠位端と
第２側壁の第２遠位端とが離隔して、逆さの全体的にＶ
字形状の横断面を本体に作り出す。本体は中間壁、第１
側壁、および第２側壁によって形成された上面と底面を
有する。中間壁は第１側壁と第２側壁それぞれと比較し
て柔軟性の高い領域を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　隣接歯間に空間を作り出すデンタルウェッジにおいて、
　外端から反対側の内端に延在する細長い本体を備えており、
　前記本体は、縦方向中間壁と、前記中間壁に連結された縦方向第１側壁と、前記中間壁
に連結された縦方向第２側壁と、を備え、
　前記第１側壁と前記第２側壁はそれぞれ前記中間壁から張り出して、前記第１側壁の第
１遠位端と前記第２側壁の第２遠位端とが離隔して、逆さの全体的にＶ字形状の横断面を
前記本体に作り出し、
　前記本体は前記中間壁、前記第１側壁、および前記第２側壁によって形成された上面を
有し、
　前記本体は前記中間壁、前記第１側壁、および前記第２側壁によって形成された底面を
有し、
　前記中間壁は、前記第１側壁と前記第２側壁それぞれと比較して柔軟性の高い領域を含
む、デンタルウェッジ。
【請求項２】
　前記柔軟性の高い領域は前記中間壁内に通り穴を備える、請求項１に記載のデンタルウ
ェッジ。
【請求項３】
　前記柔軟性の高い領域は前記第１側壁と前記第２側壁との間に材質の脆弱な部位を備え
る、請求項１に記載のデンタルウェッジ。
【請求項４】
　前記材質の脆弱な部位は、前記第１側壁および前記第２側壁のいずれの厚みよりも小さ
な、前記中間壁の第１厚みを備える、請求項３に記載のデンタルウェッジ。
【請求項５】
　前記材質の脆弱な部位は、前記第１側壁および前記第２側壁の周囲セクションを備える
第２材料と比較して柔軟性の高い第１材料を備える、請求項３に記載のデンタルウェッジ
。
【請求項６】
　前記第１側壁は第１外方突出領域を含み、
　前記第２側壁は第２外方突出領域を含み、
　前記柔軟性の高い領域は、前記第１外方突出領域と前記第２外方突出領域との間の前記
中間壁内に位置決めされる、請求項１に記載のデンタルウェッジ。
【請求項７】
　前記第１外方突出領域と前記第２外方突出領域は前記本体の前記内端に隣接して位置付
けられる、請求項６に記載のデンタルウェッジ。
【請求項８】
　前記第１側壁は前記本体の前記外端に隣接して位置付けられた第３外方突出領域を含み
、前記第１外方突出領域と前記第３外方突出領域は前記第１側壁の第１凹形セクションを
画定し、
　前記第２側壁は前記本体の前記外端に隣接して位置付けられた第４外方突出領域を含み
、前記第２外方突出領域と前記第４外方突出領域は前記第２側壁の第２凹形セクションを
画定する、請求項６に記載のデンタルウェッジ。
【請求項９】
　前記第１側壁の前記第３外方突出領域は、前記第１側壁内に少なくとも１つの可動タブ
を画定する切込みを含み、
　前記第２側壁の前記第４外方突出領域は、前記第２側壁内に少なくとも１つの可動タブ
を画定する切込みを含む、請求項８に記載のデンタルウェッジ。
【請求項１０】
　前記中間壁は、前記第１側壁と前記第２側壁それぞれと比較して柔軟性の高い第２領域
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を含む、請求項１に記載のデンタルウェッジ。
【請求項１１】
　前記柔軟性の高い第２領域は前記中間壁内に第２通り穴を備える、請求項１０に記載の
デンタルウェッジ。
【請求項１２】
　前記柔軟性の高い第２領域は、前記第１側壁と前記第２側壁との間に材質の脆弱な第２
部位を備える、請求項１０に記載のデンタルウェッジ。
【請求項１３】
　隣接歯間に空間を作り出すデンタルウェッジにおいて、
　外端から反対側の内端に延在する細長い本体を備えており、
　前記本体は、縦方向中間壁と、前記中間壁に連結された縦方向第１側壁と、前記中間壁
に連結された縦方向第２側壁と、を備え、
　前記第１側壁と前記第２側壁はそれぞれ前記中間壁から張り出して、前記第１側壁の第
１遠位端と前記第２側壁の第２遠位端とが離隔して、逆さの全体的にＶ字形状の横断面を
前記本体に作り出し、
　前記本体は前記中間壁、前記第１側壁、および前記第２側壁によって形成された上面を
有し、
　前記本体は前記中間壁、前記第１側壁、および前記第２側壁によって形成された底面を
有し、
　前記第１側壁は、前記第１側壁内に少なくとも１つの可動タブを画定する切込みを有す
る第１外方突出領域を含む、デンタルウェッジ。
【請求項１４】
　前記第２側壁は、前記第２側壁内に少なくとも１つの可動タブを画定する切込みを有す
る第２外方突出領域を含む、請求項１３に記載のデンタルウェッジ。
【請求項１５】
　前記第１側壁の前記第１外方突出領域は前記本体の前記外端に隣接して位置付けられ、
　前記第２側壁の前記第２外方突出領域は前記本体の前記外端に隣接して位置付けられる
、請求項１４に記載のデンタルウェッジ。
【請求項１６】
　前記中間壁は、前記第１側壁と前記第２側壁それぞれと比較して柔軟性の高い領域を含
む、請求項１５に記載のデンタルウェッジ。
【請求項１７】
　前記柔軟性の高い領域は前記中間壁内に通り穴を備える、請求項１６に記載のデンタル
ウェッジ。
【請求項１８】
　前記柔軟性の高い領域は前記第１側壁と前記第２側壁との間に材質の脆弱な部位を備え
る、請求項１６に記載のデンタルウェッジ。
【請求項１９】
　隣接歯間に空間を作り出すデンタルウェッジにおいて、
　外端から反対側の内端に延在する細長い本体を備えており、
　前記本体は、縦方向中間壁と、前記中間壁に連結された縦方向第１側壁と、前記中間壁
に連結された縦方向第２側壁と、を備え、
　前記第１側壁と前記第２側壁はそれぞれ前記中間壁から張り出して、前記第１側壁の第
１遠位端と前記第２側壁の第２遠位端とが離隔して、逆さの全体的にＶ字形状の横断面を
前記本体に作り出し、
　前記本体は前記中間壁、前記第１側壁、および前記第２側壁によって形成された上面を
有し、
　前記本体は前記中間壁、前記第１側壁、および前記第２側壁によって形成された底面を
有し、
　前記第１側壁は前記本体の前記内端に隣接して位置付けられた第１外方突出領域を含み
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、
　前記第１側壁は前記本体の前記内端に隣接して位置付けられた第２外方突出領域を含み
、
　前記第１側壁は前記第１外方突出領域と前記第２外方突出領域との間に位置付けられた
第３外方突出領域を含む、デンタルウェッジ。
【請求項２０】
　前記第２側壁は前記本体の前記内端に隣接して位置付けられた第４外方突出領域を含み
、
　前記第２側壁は前記本体の前記外端に隣接して位置付けられた第５外方突出領域を含み
、
　前記第２側壁は前記第１外方突出領域と前記第２外方突出領域との間に位置付けられた
第６外方突出領域を含む、請求項１９に記載のデンタルウェッジ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願の相互参照）
　本出願は、２０１４年６月４日に申請された米国特許出願第６２／００７，６６１号の
優先権を主張する。
【０００２】
（連邦系調査に関する記述）
　該当なし
【０００３】
　本発明は、修復歯科学で使用されることのできるデンタルウェッジに関する。
【背景技術】
【０００４】
　修復歯科学ではデンタルウェッジが何十年の間実施されている。最初のウェッジは、断
面および上面が三角形である三角形の固体ウェッジであった。木製ウェッジの欠点は、上
面から見て、三角形状が、ウェッジが挿入されたのと反対の方向にウェッジをはじき出す
結果となる方向力を作り出してしまうということである。このことは、ウェッジが定期的
に緩むにつれてそれを定期的に歯間にまた押し込まなければならないという問題を歯科医
にもたらすことになる。歯科医が、ウェッジが部分的に滑り出していることに気が付かな
ければ、その結果生じる接触は、歯の隣接表面への不充分な横圧力のために不充分となる
可能性がある。固体木製ウェッジの他の欠点は、それらがしばしば歯間の柔らかい組織（
乳頭）を傷つけてしまうということである。
【０００５】
　その後導入された軟性プラスチックウェッジは、頬から舌へ、または舌から頬への挿入
経路を有する。例えば、米国特許出願公報第２０１１／０１７１５９６号、米国特許出願
公報第２００７／０２５４２６３号、および米国特許第６，０７４，２１０号を参照され
たい。上面図で見て、砂時計形状の軟性ウェッジもあり、それらは本質的に２つの近似し
た丸みである接触区域のより良い解剖学的適応をもたらす。砂時計形状は、ウェッジを接
触区域から後退しないようにしておく助けとなる。これらのウェッジはしばしば、乳頭へ
の傷つけを軽減してウェッジの容易な挿入をできるようにすることが可能な中空の歯肉面
を有する。これらのほとんどのウェッジの欠点は、それらが極めて軟性であって、歯同士
を隔てるため、かつ余分な充填物を解消するためにマトリックスの歯肉局面を密閉するべ
く作り出される横力を欠くということである。米国特許出願公報第２０１１／０１７１５
９６号のデンタルウェッジの場合には、より硬質の側壁とより誇張された、よりフィット
した砂時計形状とが、より充分な楔入圧とマトリックスのより充分なフィット性および密
閉性とを作り出したが、先端部の隅棟のより広い張り出しと先端部のより強靭な側壁とが
、米国特許出願公報第２０１１／０１７１５９６号のデンタルウェッジを、医師が２つの
丸み同士の最も接近する接触区域の中心で先端部を狭窄部（最大狭窄ゾーン）に押し通そ
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うとする際に、より配置し難くしている。
【０００６】
　咬合面歯肉の挿入経路を利用して定位置内に嵌り込む、砂時計形状の弾性ストリップも
導入されている。これらの弾性ウェッジ装置は、配置の難しさと、歯肉組織から立ち上が
り離れ、接触区域に干渉してしまう傾向とを含むいくつかの要因のために、従来型ウェッ
ジほどは一般的ではない。
【０００７】
　現在のウェッジは、特定の解剖学的な多様性を考慮しない場合がある。時として存在す
る解剖学的な一変化形態に、最大狭窄ゾーンが通常位置決めされる歯中央の凹部がある。
この解剖学的変化形態は、上顎第１小臼歯の近心で一般的である。これはなだらかで滑ら
かな窪みとして現れる。
【０００８】
　上述の溝とは異なった状況で、異なった歯中央の凹部、即ち根の分岐部が存在する。こ
れは一部の加齢過程にある成人にも存在する。それは歯および歯肉の後退が根の深い区域
を露出させている歯の場合である。そこでは、歯が複数の根に分離し始める後方歯の多く
で歯中央の凹部が存在する。これは根の分岐部と呼ばれ、一般的には著しい窪みを備えた
カモメの翼状の凹部である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　このように、挿入し易く、挿入後に定位置に留まり、解剖学的多様性を考慮する改良型
デンタルウェッジが求められている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は上述の必要を満たすデンタルウェッジを提供する。
【００１１】
　一形態では、本デンタルウェッジはウェッジの上隆起区域内に１つのスロットまたは一
連のスロットを含んで、充填するべき１本または複数の歯の隣接面間区域の最も狭い部位
を通過するのに必要となるウェッジの対向壁の一時的な倒壊をできるようにする。
【００１２】
　他の形態では、本デンタルウェッジは、ウェッジの上隆起区域内、ウェッジの先端部位
内で、隆起区域の薄化を伴う材質の脆弱さを含むことができ（はっきりとしたスロットの
代わりに）、そこではウェッジの厚みが唐突または次第に周囲の壁厚の１％から９９％分
の範囲で縮小される。
【００１３】
　他の形態では、本デンタルウェッジは、ウェッジの第１、第２、第３、第４、第５、お
よび第６突出領域のうちの１つまたは複数の外側壁セクション内の多数の側方切込み（２
～１００など）を含むことができて、より良い適合と隣接歯間の最大狭窄ゾーンを通した
より容易な挿入とができるようにする。
【００１４】
　他の形態では、本デンタルウェッジは上述の特徴のうちの１つまたは複数（最大で全て
）を含むことができて、隣接歯間の最大狭窄ゾーンを通した通常の頬から舌または舌から
頬への挿入の間、通常のそうでない場合の実際よりも硬質かつ／または厚い隆起部および
側壁区域ができるようにする。
【００１５】
　一態様では、本発明は外端から反対側の内端に延在する細長い本体を有するデンタルウ
ェッジを提供する。本体は縦方向中間壁と、中間壁に連結された縦方向第１側壁と、中間
壁に連結された縦方向第２側壁とを含む。第１側壁と第２側壁はそれぞれ中間壁から向こ
うに張り出して、第１側壁の第１遠位端と第２側壁の第２遠位端とが離隔して、逆さの全
体的にＶ字形状の横断面を本体に作り出す。本体は中間壁、第１側壁、および第２側壁に
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よって形成された上面と底面を有する。中間壁は、第１側壁と第２側壁それぞれと比較し
て柔軟性の高い領域を含む。
【００１６】
　柔軟性の高い領域は中間壁内の通り穴であることができる。柔軟性の高い領域は第１側
壁と第２側壁との間の材質の脆弱な部位であることができる。材質の脆弱な部位は、第１
側壁と第２側壁のいずれの厚みよりも小さな中間壁の第１厚みを備えることができる。材
質の脆弱な部位は、第１側壁と第２側壁の周囲セクションを備える第２材料と比較して、
柔軟性の高い第１材料を備えることができる。
【００１７】
　第１側壁は第１外方突出領域を含むことができ、第２側壁は第２外方突出領域を含むこ
とができ、柔軟性の高い領域は、第１外方突出領域と第２外方突出領域との間の中間壁内
に位置決めされることができる。第１外方突出領域および第２外方突出領域は本体の内端
に隣接して位置付けられることができる。第１側壁は、本体の外端に隣接して位置付けら
れた第３外方突出域を含むことができ、第１外方突出領域と第３外方突出領域とは、第１
側壁の第１凹形セクションを画定することができる。第２側壁は、本体の外端に隣接して
位置付けられた第４外方突出領域を含むことができ、第２外方突出領域と第４外方突出領
域とは、第２側壁の第２凹形セクションを画定することができる。第１側壁の第３外方突
出領域は、第１側壁内に少なくとも１つの可動タブを画定する切込みを含むことができ、
第２側壁の第４外方突出領域は、第２側壁内に少なくとも１つの可動タブを画定する切込
みを含むことができる。
【００１８】
　中間壁は、第１側壁と第２側壁それぞれと比較して柔軟性の高い第２領域を含むことが
できる。柔軟性の高い第２領域は、中間壁内に第２通り穴を備えることができる。柔軟性
の高い第２領域は、第１側壁と第２側壁との間に材質の脆弱な第２部位を備えることがで
きる。
【００１９】
　他の態様では、本デンタルウェッジは外端から反対側の内端に延在する細長い本体を有
する。本体は、縦方向中間壁と、中間壁に連結された縦方向第１側壁と、中間壁に連結さ
れた縦方向第２側壁とを含む。第１側壁と第２側壁はそれぞれ中間壁から向こうに張り出
して、第１側壁の第１遠端と第２側壁の第２遠端とが離隔されて本体に対して逆さの全体
的にＶ字形状の横断面を作り出す。本体は中間壁、第１側壁、および第２側壁によって形
成された上面と底面を有する。第１側壁は、第１側壁内に少なくとも１つの可動タブを画
定する切込みを有する第１外方突出領域を含む。第２側壁は、第２側壁内に少なくとも１
つの可動タブを画定する切込みを有する第２外方突出領域を含むことができる。第１側壁
の第１外方突出領域は本体の外端に隣接して位置付けられることができ、第２側壁の第２
外方突出領域は本体の外端に隣接して位置付けられることができる。中間壁は、第１側壁
と第２側壁それぞれと比較して柔軟性の高い領域を含むことができる。柔軟性の高い領域
は中間壁内に通り穴を備えることができる。柔軟性の高い領域は、第１側壁と第２側壁と
の間に材質の脆弱な部位を備えることができる。
【００２０】
　他の態様では、本デンタルウェッジは外端から反対側の内端に延在する細長い本体を有
する。本体は縦方向中間壁と、中間壁に連結された縦方向第１側壁と、中間壁に連結され
た縦方向第２側壁とを含む。第１側壁と第２側壁はそれぞれ中間壁から向こうに張り出し
て、第１側壁の第１遠端と第２側壁の第２遠端とが離隔されて本体に対して逆さの全体的
にＶ字形状の横断面を作り出す。本体は中間壁、第１側壁、および第２側壁によって形成
された上面と底面を有する。第１側壁は、本体の内端に隣接して位置付けられた第１外方
突出領域を含み、第１側壁は、本体の外端に隣接して位置付けられた第２外方突出領域を
含み、第１側壁は、第１外方突出領域と第２外方突出領域との間に位置付けられた第３外
方突出領域を含む。第２側壁は、本体の内端に隣接して位置付けられた第４外方突出領域
を含むことができ、第２側壁は、本体の外端に隣接して位置付けられた第５外方突出領域
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を含むことができる。第２側壁は、第１外方突出領域と第２外方突出領域との間に位置付
けられた第６外方突出領域を含むことができる。
【発明の効果】
【００２１】
　したがって、本発明の１つの利点は、隣接歯間に挿入し易いデンタルウェッジを提供す
ることである。
【００２２】
　本発明の他の利点は、隣接歯間に挿入した後、定位置に留まるデンタルウェッジを提供
することである。
【００２３】
　本発明の他の利点は、歯の解剖学的多様性を考慮するデンタルウェッジを提供すること
である。
【００２４】
　以下の詳しい説明、図面、および添付請求項を考察すれば、本発明のこれらおよび他の
特徴、態様、および利点がより充分に理解される。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１ａ】本発明によるデンタルウェッジの第１実施形態の上平面図である。
【図１ｂ】図１ａのデンタルウェッジの側面図であり、反対側はその鏡像となっている。
【図１ｃ】図１ａのデンタルウェッジの底面斜視図である。
【図２ａ】隣接歯間に挿入する前の図１ａ～１ｃのデンタルウェッジの上平面図である。
【図２ｂ】隣接歯間に挿入している間の図１ａ～１ｃのデンタルウェッジの上平面図であ
る。
【図２ｃ】隣接歯間に挿入した後の図１ａ～１ｃのデンタルウェッジの上平面図である。
【図３ａ】本発明によるデンタルウェッジの第２実施形態の上平面図である。
【図３ｂ】図３ａのデンタルウェッジの側面図であり、反対側はその鏡像となっている。
【図３ｃ】図３ａのデンタルウェッジの底面斜視図である。
【図３ｄ】図３ｂの線３ｄ～３ｄによる図３ａのデンタルウェッジの断面図である。
【図４ａ】本発明によるデンタルウェッジの第３実施形態の上平面図である。
【図４ｂ】図４ａのデンタルウェッジの底面斜視図である。
【図４ｃ】本発明によるデンタルウェッジの第４実施形態の上平面図である。
【図４ｄ】図４ｃのデンタルウェッジの底面斜視図である。
【図５ａ】本発明によるデンタルウェッジの第５実施形態の上平面図である。
【図５ｂ】図５ａのデンタルウェッジの底面斜視図である。
【図５ｃ】本発明によるデンタルウェッジの第６実施形態の上平面図である。
【図５ｄ】図５ｃのデンタルウェッジの底面斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　図面についての以下の説明では、同様の部品を指すために図から図へ同様の参照番号が
使用される。
【００２７】
　本発明のデンタルウェッジについて説明する際の「上」、「底」、「前」、「後」、「
内」、「左」、「外」、「右」などの相対用語の使用は、デンタルウェッジが使用される
ことのできる配向を制限することを目的とするものではない。そのような相対用語は単に
本発明についてより便利に説明する役目を果たすに過ぎない。文脈によって明らかに反対
の意味が示されていない限り、「上」はデンタルウェッジの閉鎖端の方向を指し、「底」
はデンタルウェッジの開放端の方向を指し、「内」または「左」は隣接歯間に最初に挿入
されるデンタルウェッジの端の方向を指し、「外」または「右」は、デンタルウェッジが
隣接歯間に挿入されるとき把持されるデンタルウェッジの端の方向を指し、「前」は、見
られる際にデンタルウェッジの外端が右側にあるときの見る人の方向を指し、「後」は、
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見られる際にデンタルウェッジの外端が右側にあるときの見る人から離れた方向を指す。
【００２８】
　図１ａから２ｃを見ると、本発明によるデンタルウェッジの第１実施形態１１０が示さ
れる。デンタルウェッジ１１０は、ランド区域１２３に隣接した外端から内側遠位先端部
１３８まで延在する縦方向本体１２０を含む。第１垂直ランド区域１２３から向こうに延
在するのは基部１２６を有する第１把持セクション１２４と、基部１２６から外方に延在
するスプライン１２８とである。スプライン１２８は一般的に板状であるが、他の形状を
有することも可能である。第１垂直ランド区域１２３の反対側で第１把持セクション１２
４から向こうに延在するのは幾分か楕円形の第２ランド１３０である。ウェッジ１１０は
一般的に弓形の底面１４９および下方縁部１１１を有する。
【００２９】
　ウェッジ１１０の上面１１９は上隆起部１２１の両側に単一のピッチを含むことが可能
である。ウェッジ１１０は、上面１１９の縦方向中間壁１４５と、中間壁１４５に連結さ
れた縦方向第１側壁１４７と、中間壁１４５に連結された反対側の縦方向第２側壁１４８
とを有する。第１側壁１４７は第１突出領域１１２および第２突出領域１１３を含む。第
２側壁１４８は第３突出領域１１４および第４突出領域１１５を含む。中間壁１４５内で
、第１突出領域１１２と第３突出領域１１４との間にスロット１４１が位置付けられる。
スロット１４１は第１側壁１４７と第２側壁１４８との間に通り穴を画定する。スロット
１４１は涙滴形、ダイアモンド形、円形、楕円形、または任意の適切な形状から選択され
た形状を有することができる。
【００３０】
　第２突出領域１１３に隣接して、第１側壁１４７に複数の切込み１５１が形成されて、
第１側壁１４７の第１群の可動タブ１５２を作り出す。第４突出領域１１５に隣接して、
第２側壁１４８に複数の切込み１６３が形成されて、第２側壁１４８の第２群の可動タブ
１６４を作り出す。
【００３１】
　ウェッジ１１０をより精確に前歯と小臼歯との間に着座させるために、ウェッジ１１０
は第１突出領域１１２と第２突出領域１１３との間に第１凹形セクション１３１を、第３
突出領域１１４と第４突出領域１１５との間に第２凹形セクション１３２を有する。第１
凹形セクション１３１および第２凹形セクション１３２は約２から約８ミリメートル、約
３から約７ミリメートル、約４から約６ミリメートル、または約５ミリメートルの長さを
有する。それとは対照的に、この寸法は臼歯間に使用されるウェッジでは約７．５～８．
０ミリメートルであることが可能である。
【００３２】
　デンタルウェッジ１１０の第１把持セクション１２４のスプライン１２８に綿鉗子の内
端鋸歯が係合することが可能である。デンタルウェッジ１１０は透明の歯科用部分マトリ
ックスを歯肉に押し付けることが可能であり、歯が修復されて、ウェッジ１１０が隣接す
る歯同士を分離した状態でマトリックスが歯を密閉し、所望の空間の内側に充填材料を保
持するようになることによって、充填材料を配置および硬化した後にマトリックスが取り
外されるとき、歯Ｔ1、Ｔ2が一緒に「跳ね」戻り、マトリックスが取り外された際に存在
した隙間を閉鎖するにつれて、マトリックスが取り外される際に形成される隙間が軽減さ
れる。
【００３３】
　ウェッジ１１０は、図２ａ～２ｃで示すように第１把持セクション１２４が綿鉗子で把
持されながら、最初に遠位先端部１３８が倒壊しつつ挿入されながら、歯Ｔ1、Ｔ2の間に
挿入される。図２ｂでは、どのようにしてスロット１４１によって、先端部１３８が歯Ｔ

1、Ｔ2間の隣接面間空間を通過するにつれて第１側壁１４７と第２側壁１４８が内方に撓
むことができるようになるかが分かる。第１群のタブ１５２と第２群のタブ１６４とは、
ウェッジ１１０が歯Ｔ1、Ｔ2間の隣接面間空間を通ってさらに進むにつれて、それぞれ歯
Ｔ1、Ｔ2に係合する。
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【００３４】
　図３ａ～３ｄを見ると、本発明によるデンタルウェッジの第２実施形態２１０が示され
る。デンタルウェッジ２１０は、ランド区域２２３に隣接した外端から内側遠位先端部２
３８まで延在する縦方向本体２２０を含む。第１垂直ランド区域２２３から向こうに延在
するのは基部２２６を有する第１把持セクション２２４と、基部２２６から外方に延在す
るスプライン２２８とである。スプライン２２８は一般的に板状であるが、他の形状を有
することも可能である。第１垂直ランド区域２２３の反対側で第１把持セクション２２４
から向こうに延在するのは幾分か楕円形の第２ランド２３０である。ウェッジ２１０は一
般的に弓形の底面２４９および下縁部２１１を有する。
【００３５】
　ウェッジ２１０の上面２１９は、上隆起部２２１の両側に単一のピッチを含むことが可
能である。ウェッジ２１０は、上面２１９の縦方向中間壁２４５と、中間壁２４５に連結
された縦方向第１側壁２４７と、中間壁２４５に連結された縦方向第２側壁２４８とを有
する。第１側壁２４７は、第１突出領域２１２および第２突出領域２１３を含む。第２側
壁２４８は、第３突出領域２１４および第４突出領域２１５を含む。
【００３６】
　第１側壁２４７と第２側壁２４８との間に材質の脆弱な部位を画定するように、第１突
出領域２１２と第３突出領域２１４との間に中間壁２４５の部位２４１が設けられる。部
位２４１は、涙滴形、円形、楕円形、または適切な形状から選択された上面図の周囲形状
を有することができる。材質の脆弱さは、第１側壁２４７と第２側壁２４８の囲壁厚さと
比較して１％から９９％、５％から９５％、１０％から９０％、２０％から８０％、３０
％から７０％、または４０％から６０％の範囲で急激また徐々に縮小されるウェッジ２１
０の中間壁２４５の部位２４１の厚みを使用することによって実現されることが可能であ
る。材質の脆弱さは、第１側壁２４７と第２側壁２４８の周囲セクションを備える第２材
料と比較して柔軟性の高い第１材料を、中間壁２４５の部位２４１内に使用することによ
っても実現されることが可能である。
【００３７】
　第２突出領域２１３に隣接して、第１側壁２４７に複数の切込み２５１が形成されて、
第１側壁２４７の第１群の可動タブ２５２を作り出す。第４突出領域２１５に隣接して、
第２側壁２４８に複数の切込み２６３が形成されて、第２側壁２４８の第２群の可動タブ
２６４を作り出す。
【００３８】
　ウェッジ２１０をより精確に歯間に着座させるために、ウェッジ２１０は、第１突出領
域２１２と第２突出領域２１３との間に第１凹形セクション２３１を、第３突出領域２１
４と第４突出領域２１５との間に第２凹形セクション２３２を有する。第１凹形セクショ
ン２３１と第２凹形セクション２３２とは約２から約８ミリメートル、約３から約７ミリ
メートル、約４から約６ミリメートル、または約５ミリメートルの長さを有する。それと
は対照的に、この寸法は臼歯間に使用されるウェッジでは約７．５～８．０ミリメートル
であることが可能である。デンタルウェッジ２１０の第１把持セクション２２４のスプラ
イン２２８に綿鉗子の内端鋸歯が係合することが可能である。
【００３９】
　デンタルウェッジ２１０は透明の歯科用部分マトリックスを歯肉に押し付けることが可
能であり、歯が修復されて、ウェッジ２１０が隣接する歯同士を分離した状態でマトリッ
クスが歯を密閉し、所望の空間の内側に充填材料を保持するようになることによって、充
填材料を配置および硬化した後にマトリックスが取り外されるとき、歯Ｔ1、Ｔ2が一緒に
「跳ね」戻り、マトリックスが取り外された際に存在した隙間を閉鎖するにつれて、マト
リックスが取り外される際に形成される隙間が軽減される。ウェッジ２１０は、図２ａ～
２ｃで示すのと同様の方法で第１把持セクション２２４が綿鉗子で把持されながら、最初
に遠位先端部２３８が倒壊しつつ挿入されながら、歯Ｔ1、Ｔ2の間に挿入される。材質の
脆弱な部位２４１によって、先端部２３８が歯Ｔ1、Ｔ2間の隣接面間空間を通過するにつ
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れて、第１側壁２４７と第２側壁２４８が内方に撓むことができるようになる。第１群の
タブ２５２と第２群のタブ２６４は、ウェッジ２１０が歯Ｔ1、Ｔ2間の隣接面間空間を通
ってさらに進むにつれて、それぞれ歯Ｔ1、Ｔ2に係合する。
【００４０】
　図４ａ～４ｂを見ると、本発明によるデンタルウェッジの第３実施形態３１０が示され
る。デンタルウェッジ３１０は、ランド区域３２３に隣接した外端から内側遠位先端部３
３８まで延在する縦方向本体３２０を含む。第１垂直ランド区域３２３から向こうに延在
するのは基部３２６を有する第１把持セクション３２４と、基部３２６から外方に延在す
るスプライン３２８とである。スプライン３２８は一般的に板状であるが、他の形状を有
することも可能である。第１垂直ランド区域３２３の反対側で第１把持セクション３２４
から向こうに延在するのは幾分か楕円形の第２ランド３３０である。ウェッジ３１０は一
般的に弓形の底面３４９および下縁部３１１を有する。
【００４１】
　ウェッジ３１０の上面３１９は上隆起部３２１の両側に単一のピッチを含むことが可能
である。ウェッジ３１０は、上面３１９の縦方向中間壁３４５と、中間壁３４５に連結さ
れた縦方向第１側壁３４７と、中間壁３４５に連結された縦方向第２側壁３４８とを有す
る。第１側壁３４７は第１突出領域３１２、第２突出領域３１３、および第５突出領域３
７０を含む。第２側壁３４８は、第３突出領域３１４および第４突出領域３１５を含む。
中間壁３４５内で、第１突出領域３１２と第３突出領域３１４との間にスロット３４１が
位置付けられて、第１側壁３４７と第２側壁３４８との間に通り穴を画定する。スロット
３４１は涙滴形、ダイアモンド形、円形、楕円形、または任意の適切な形状から選択され
た形状を有することができる。
【００４２】
　ウェッジ３１０の第５突出領域３７０は利点を有する。従前のウェッジは上面図で、ウ
ェッジが歯に係合する区域でしばしば凹形または平坦のいずれかであった（ウェッジ形状
）。歯、特に小臼歯および臼歯の頸区域または歯茎区域は、溝または根の分岐部のいずれ
かと呼ばれる僅かなまたは著しい凹部を有する可能性がある。これらの場合に、歯科用マ
トリックスが、２つの突起部をわたる最短距離を直行して平坦のままであろうとしながら
、マトリックスが凹部をわたって弧状をなすにつれて、余分な充填材料が、存在する隙間
から噴出することが極めて一般的である。これは充填材料のオーバーハングまたは余剰と
呼ばれ、フロスが引っ掛かり、破砕されるにつれてしばしば患者に対して歯肉組織の慢性
的な炎症、潜在的歯肉疾患、および重症化をもたらす結果となる。分岐部とは歯根が分か
れる区域である。分岐凹部は、歯根分岐区域内に自然に存在する窪みである。分岐凹部の
内方寸法は、歯根尖端部に近いほど大きい。しかし凹部はクラウン付近にも存在する。分
岐凹部の内方寸法は、患者の年齢に起因する内方の腐朽によっても大きくなっている場合
がある。
【００４３】
　ウェッジ３１０の第５突出領域３７０は、ウェッジ３１０がより精確に歯根分岐区域内
に着座できるようにする。第５突出領域３７０の凸性は、患者の年齢に起因する腐朽によ
る内方の根の分岐部および／または溝を有する場合のある歯表面との接触をもたらす。第
５突出領域３７０は本体３２０の中心点に、または中心点に隣接した本体３２０の中間セ
クション内に位置付けられることが可能である。
【００４４】
　第２突出領域３１３に隣接して、第１側壁３４７に複数の切込み３５１が形成されて、
第１側壁３４７の第１群の可動タブ３５２を作り出す。第４突出領域３１５に隣接して、
第２側壁３４８に複数の切込み３６３が形成されて、第２側壁３４８の第２群の可動タブ
３６４を作り出す。第１突出領域３１２、第３突出領域３１４、および第５突出領域３７
０のうちの１つまたは複数に隣接してウェッジ３１０に切込みを設けることも可能である
。
【００４５】
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　ウェッジ３１０をより精確に歯間に着座させるために、ウェッジ３１０は第１突出領域
３１２と第５突出領域３７０との間に第１凹形セクション３３１を、第２突出領域３１３
と第５突出領域３７０との間に第２凹形セクション３７１を、第３突出領域３１４と第４
突出領域３１５との間に第３凹形セクション３３２を有する。第１凹形セクション３３１
および第２凹形セクション３７１は約１から約４ミリメートル、約１．５から約３．５ミ
リメートル、約２から約３ミリメートル、または約２．５ミリメートルの長さを有する。
第３凹形セクション３３２は約２から約８ミリメートル、約３から約７ミリメートル、約
４から約６ミリメートル、または約５ミリメートルの長さを有する。
【００４６】
　デンタルウェッジ３１０の第１把持セクション３２４のスプライン３２８に綿鉗子の内
端鋸歯が係合することが可能である。デンタルウェッジ３１０は透明の歯科用部分マトリ
ックスを歯肉に押し付けることが可能であり、歯が修復されて、ウェッジ３１０が隣接す
る歯同士を分離した状態でマトリックスが歯を密閉し、所望の空間の内側に充填材料を保
持するようになることによって、充填材料を配置および硬化した後にマトリックスが取り
外されるとき、歯Ｔ1、Ｔ2が一緒に「跳ね」戻り、マトリックスが取り外された際に存在
した隙間を閉鎖するにつれて、マトリックスが取り外される際に形成される隙間が軽減さ
れる。ウェッジ３１０は、図２ａ～２ｃで示すような方法で第１把持セクション３２４が
綿鉗子で把持されながら、最初に遠位先端部３３８が倒壊しつつ挿入されながら、歯Ｔ1

、Ｔ2の間に挿入される。スロット３４１によって、先端部３３８が歯Ｔ1、Ｔ2間の隣接
面間空間を通過するにつれて第１側壁３４７と第２側壁３４８が内方に撓むことができる
ようになる。第１群のタブ３５２と第２群のタブ３６４とは、ウェッジ３１０が歯Ｔ1、
Ｔ2間の隣接面間空間を通ってさらに進むにつれて、それぞれ歯Ｔ1、Ｔ2に係合する。
【００４７】
　図４ｃから４ｄを見ると、本発明によるデンタルウェッジの第４実施形態４１０が示さ
れる。デンタルウェッジ４１０は、ランド区域４２３に隣接した外端から内側遠位先端部
４３８まで延在する縦方向本体４２０を含む。第１垂直ランド区域４２３から向こうに延
在するのは基部４２６を有する第１把持セクション４２４と、基部４２６から外方に延在
するスプライン４２８とである。スプライン４２８は一般的に板状であるが、他の形状を
有することも可能である。第１垂直ランド区域４２３の反対側で第１把持セクション４２
４から向こうに延在するのは幾分か楕円形の第２ランド４３０である。ウェッジ４１０は
一般的に弓形の底面４４９および下縁部４１１を有する。
【００４８】
　ウェッジ４１０の上面４１９は、上隆起部４２１の両側に単一のピッチを含むことが可
能である。ウェッジ４１０は、上面４１９の縦方向中間壁４４５と、中間壁４４５に連結
された縦方向第１側壁４４７と、中間壁４４５に連結された縦方向第２側壁４４８とを有
する。第１側壁４４７は、第１突出領域４１２、第２突出領域４１３、および第５突出領
域４７０を含む。ウェッジ４１０の第５突出領域４７０は、ウェッジ４１０がより精確に
歯根分岐区域内に着座できるようにする。第５突出領域４７０の凸性は、患者の年齢に起
因する腐朽による内方の根の分岐部および／または溝を有する場合のある歯表面との接触
をもたらす。第５突出領域４７０は本体４２０の中心点に、または中心点に隣接した本体
４２０の中間セクション内に位置付けられることが可能である。
【００４９】
　ウェッジ４１０の第２側壁４４８は第３突出領域４１４および第４突出領域４１５を含
む。第１突出領域４１２と第３突出領域４１４との間の中間壁４４５内に第１スロット４
４１が位置付けられて、第１側壁４４７と第２側壁４４８との間に通り穴を画定する。第
１スロット４４１は涙滴形、ダイアモンド形、円形、楕円形、または任意の適切な形状か
ら選択された形状を有することができる。第５突出領域４７０と隆起部４２１との間の中
間壁４４５内に第２スロット４８１が位置付けられて、第１側壁４４７と第２側壁４４８
との間に通り穴を画定する。第２スロット４８１は涙滴形、ダイアモンド形、円形、楕円
形、または任意の適切な形状から選択された形状を有することができる。
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【００５０】
　第２突出領域４１３に隣接して、第１側壁４４７に複数の切込み４５１が形成されて、
第１側壁４４７の第１群の可動タブ４５２を作り出す。第４突出領域４１５に隣接して、
複数の切込み４６３が第２側壁４４８に形成されて、第２側壁４４８の第２群の可動タブ
４６４を作り出す。第１突出領域４１２、第３突出領域４１４、および第５突出領域４７
０のうちの１つまたは複数に隣接してウェッジ４１０に切込みを設けることも可能である
。
【００５１】
　ウェッジ４１０をより精確に歯間に着座させるために、ウェッジ４１０は第１突出領域
４１２と第５突出領域４７０との間に第１凹形セクション４３１を、第２突出領域４１３
と第５突出領域４７０との間に第２凹形セクション４７１を、第３突出領域４１４と第４
突出領域４１５との間に第３凹形セクション４３２を有する。第１凹形セクション４３１
および第２凹形セクション４７１は約１から約４ミリメートル、約１．５から約３．５ミ
リメートル、約２から約３ミリメートル、または約２．５ミリメートルの長さを有する。
第３凹形セクション４３２は約２から約８ミリメートル、約３から約７ミリメートル、約
４から約６ミリメートル、または約５ミリメートルの長さを有する。
【００５２】
　デンタルウェッジ４１０の第１把持セクション４２４のスプライン４２８に綿鉗子の内
端鋸歯が係合することが可能である。デンタルウェッジ４１０は透明の歯科用部分マトリ
ックスを歯肉に押し付けることが可能であり、歯が修復されて、ウェッジ４１０が隣接す
る歯同士を分離した状態でマトリックスが歯を密閉し、所望の空間の内側に充填材料を保
持するようになることによって、充填材料を配置および硬化した後にマトリックスが取り
外されるとき、歯Ｔ1、Ｔ2が一緒に「跳ね」戻り、マトリックスが取り外された際に存在
した隙間を閉鎖するにつれて、マトリックスが取り外される際に形成される隙間が軽減さ
れる。ウェッジ４１０は、図２ａ～２ｃで示すような方法で第１把持セクション４２４が
綿鉗子で把持されながら、最初に遠位先端部４３８が倒壊しつつ挿入されながら、歯Ｔ1

、Ｔ2間に挿入される。第１スロット４４１および第２スロット４８１によって、ウェッ
ジ４１０が歯Ｔ1、Ｔ2間の隣接面間空間を通過するにつれて第１側壁４４７と第２側壁４
４８が内方に撓むことができるようになる。第１群のタブ４５２と第２群のタブ４６４と
は、ウェッジ４１０が歯Ｔ1、Ｔ2間の隣接面間空間を通ってさらに進むにつれて、それぞ
れ歯Ｔ1、Ｔ2に係合する。
【００５３】
　図５ａから５ｂを見ると、本発明によるデンタルウェッジの第５実施形態５１０が示さ
れる。デンタルウェッジ５１０は、ランド区域５２３に隣接した外端から内側遠位先端部
５３８まで延在する縦方向本体５２０を含む。第１垂直ランド区域５２３から向こうに延
在するのは基部５２６を有する第１把持セクション５２４と、基部５２６から外方に延在
するスプライン５２８とである。スプライン５２８は一般的に板状であるが、他の形状を
有することも可能である。第１垂直ランド区域５２３の反対側で第１把持セクション５２
４から向こうに延在するのは幾分か楕円形の第２ランド５３０である。ウェッジ５１０は
一般的に弓形の底面５４９および下方縁部５１１を有する。
【００５４】
　ウェッジ５１０の上面５１９は上隆起部５２１の両側に単一のピッチを含むことが可能
である。ウェッジ５１０は、上面５１９の縦方向中間壁５４５と、中間壁５４５に連結さ
れた縦方向第１側壁５４７と、中間壁５４５に連結された縦方向第２側壁５４８とを有す
る。第１側壁５４７は第１突出領域５１２、第２突出領域５１３、および第５突出領域５
７０を含む。ウェッジ５１０の第５突出領域５７０は、ウェッジ５１０がより精確に歯根
分岐区域内に着座できるようにする。第５突出領域５７０の凸性は、患者の年齢に起因す
る腐朽による内方の根の分岐部および／または溝を有する場合のある歯表面との接触をも
たらす。第５突出領域５７０は本体５２０の中心点に、または中心点に隣接した本体５２
０の中間セクション内に位置付けられることが可能である。
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【００５５】
　ウェッジ５１０の第２側壁５４８は、第３突出領域５１４、第４突出領域５１５、およ
び第６突出領域５９０を含む。ウェッジ５１０の第６突出領域５９０は、ウェッジ５１０
がより精確に歯根分岐区域内に着座できるようにする。第６突出領域５９０の凸性は、患
者の年齢に起因する腐朽による内方の根の分岐部および／または溝を有する場合のある歯
表面との接触をもたらす。第６突出領域５９０は本体５２０の中心点に、または中心点に
隣接した本体５２０の中間セクション内に位置付けられることが可能である。
【００５６】
　第１突出領域５１２と第３突出領域５１４との間の中間壁５４５内に第１スロット５４
１が位置付けられて、第１側壁５４７と第２側壁５４８との間に通り穴を画定する。第１
スロット５４１は涙滴形、ダイアモンド形、円形、楕円形、または任意の適切な形状から
選択された形状を有することができる。第５突出領域４７０と第６突出領域５９０との間
の中間壁５４５内に第２スロット５８１が位置付けられて、第１側壁５４７と第２側壁５
４８との間に通り穴を画定する。第２スロット５８１は涙滴形、ダイアモンド形、円形、
楕円形、または任意の適切な形状から選択された形状を有することができる。
【００５７】
　第２突出領域５１３に隣接して、第１側壁５４７に複数の切込み５５１が形成されて、
第１側壁５４７の第１群の可動タブ５５２を作り出す。第４突出領域５１５に隣接して、
複数の切込み５６３が第２側壁５４８内に形成されて、第２側壁５４８の第２群の可動タ
ブ５６４を作り出す。第１突出領域５１２、第３突出領域５１４、第４突出領域５１５、
および第６突出領域５９０のうちの１つまたは複数に隣接してウェッジ５１０に切込みを
設けることも可能である。
【００５８】
　ウェッジ５１０をより精確に歯間に着座させるために、ウェッジ５１０は第１突出領域
５１２と第５突出領域５７０との間に第１凹形セクション５３１を、第２突出領域５１３
と第５突出領域５７０との間に第２凹形セクション５７１を、第３突出領域５１４と第６
突出領域５９０との間に第３凹形セクション５３２を、第４突出領域５１５と第６突出領
域５９０との間に第４凹形セクション５７９を有する。第１凹形セクション５３１、第２
凹形セクション５７１、第３凹形セクション５３２、および第４凹形セクション５７９は
約１から約４ミリメートル、約１．５から約３．５ミリメートル、約２から約３ミリメー
トル、または約２．５ミリメートルの長さを有することが可能である。
【００５９】
　デンタルウェッジ５１０の第１把持セクション５２４のスプライン５２８に綿鉗子の内
端鋸歯が係合することが可能である。デンタルウェッジ５１０は透明の歯科用部分マトリ
ックスを歯肉に押し付けることが可能であり、歯が修復されて、ウェッジ５１０が隣接す
る歯同士を分離した状態でマトリックスが歯を密閉し、所望の空間の内側に充填材料を保
持するようになることによって、充填材料を配置および硬化した後にマトリックスが取り
外されるとき、歯Ｔ1、Ｔ2が一緒に「跳ね」戻り、マトリックスが取り外された際に存在
した隙間を閉鎖するにつれて、マトリックスが取り外される際に形成される隙間が軽減さ
れる。ウェッジ５１０は、図２ａ～２ｃで示すような方法で第１把持セクション５２４が
綿鉗子で把持されながら、最初に遠位先端部５３８が倒壊しつつ挿入されながら、歯Ｔ1

、Ｔ2間に挿入される。第１スロット５４１および第２スロット５８１によって、ウェッ
ジ５１０が歯Ｔ1、Ｔ2間の隣接面間空間を通過するにつれて第１側壁５４７と第２側壁５
４８が内方に撓むことができるようになる。第１群のタブ５５２と第２群のタブ５６４と
は、ウェッジ５１０が歯Ｔ1、Ｔ2間の隣接面間空間を通ってさらに進むにつれて、それぞ
れ歯Ｔ1、Ｔ2に係合する。
【００６０】
　図５ｃから５ｄを見ると、本発明によるデンタルウェッジの第６実施形態６１０が示さ
れる。デンタルウェッジ６１０は、ランド区域６２３に隣接した外側端から内側遠位先端
部６３８まで延在する縦方向本体６２０を含む。第１垂直ランド区域６２３から向こうに
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延在するのは基部６２６を有する第１把持セクション６２４と、基部６２６から外方に延
在するスプライン６２８とである。スプライン６２８は一般的に板状であるが、他の形状
を有することも可能である。第１垂直ランド区域６２３の反対側で第１把持セクション６
２４から向こうに延在するのは幾分か楕円形の第２ランド６３０である。ウェッジ６１０
は一般的に弓形の底面６４９および下方縁部６１１を有する。
【００６１】
　ウェッジ６１０の上面６１９は上隆起部６２１の両側に単一のピッチを含むことが可能
である。ウェッジ６１０は、上面６１９の縦方向中間壁６４５と、中間壁６４５に連結さ
れた縦方向第１側壁６４７と、中間壁６４５に連結された縦方向第２側壁６４８とを有す
る。第１側壁６４７は第１突出領域６１２、第２突出領域６１３、および第５突出領域６
７０を含む。ウェッジ６１０の第５突出領域６７０は、ウェッジ６１０がより精確に歯根
分岐区域内に着座できるようにする。第５突出領域６７０の凸性は、患者の年齢に起因す
る腐朽による内方の根の分岐部および／または溝を有する場合のある歯表面との接触をも
たらす。第５突出領域６７０は本体６２０の中心点に、または中心点に隣接した本体６２
０の中間セクション内に位置付けられることが可能である。
【００６２】
　ウェッジ６１０の第２側壁６４８は、第３突出領域６１４、第４突出領域６１５、およ
び第６突出領域６９０を含む。ウェッジ６１０の第６突出領域６９０は、ウェッジ６１０
がより精確に歯根分岐区域内に着座できるようにする。第６突出領域６９０の凸性は、患
者の年齢に起因する腐朽による内方の根の分岐部および／または溝を有する場合のある歯
表面との接触をもたらす。第６突出領域６９０は本体６２０の中心点に、または中心点に
隣接した本体６２０の中間セクション内に位置付けられることが可能である。
【００６３】
　第１突出領域６１２と第３突出領域６１４との間の中間壁６４５内にスロット６４１が
位置付けられて、第１側壁６４７と第２側壁６４８との間に通り穴を画定する。スロット
６４１は涙滴形、ダイアモンド形、円形、楕円形、または任意の適切な形状から選択され
た形状を有することができる。
【００６４】
　第２突出領域６１３に隣接して、第１側壁６４７に複数の切込み６５１が形成されて、
第１側壁６４７の第１群のタブ６５２を作り出す。第４突出領域６１５に隣接して、第２
側壁６４８に複数の切込み６６３が形成されて、第２側壁６４８の第２群のタブ６６４を
作り出す。第１突出領域６１２、第３突出領域６１４、第４突出領域６１５、および第６
突出領域６９０のうちの１つまたは複数に隣接してウェッジ６１０に切込みを設けること
も可能である。
【００６５】
　ウェッジ６１０をより精確に歯間に着座させるために、ウェッジ６１０は第１突出領域
６１２と第５突出領域６７０との間に第１凹形セクション６３１を、第２突出領域６１３
と第５突出領域６７０との間に第２凹形セクション６７１を、第３突出領域６１４と第６
突出領域６９０との間に第３凹形セクション６３２を、第４突出領域６１５と第６突出領
域６９０との間に第４凹形セクション６７９を有する。第１凹形セクション６３１、第２
凹形セクション６７１、第３凹形セクション６３２、および第４凹形セクション６７９は
約１から約４ミリメートル、約１．５から約３．５ミリメートル、約２から約３ミリメー
トル、または約２．５ミリメートルの長さを有する。
【００６６】
　デンタルウェッジ６１０の第１把持セクション６２４のスプライン６２８に綿鉗子の内
端鋸歯が係合することが可能である。デンタルウェッジ６１０は透明の歯科用部分マトリ
ックスを歯肉に押し付けることが可能であり、歯が修復されて、ウェッジ６１０が隣接す
る歯同士を分離した状態でマトリックスが歯を密閉し、所望の空間の内側に充填材料を保
持するようになることによって、充填材料を配置および硬化した後にマトリックスが取り
外されるとき、歯Ｔ1、Ｔ2が一緒に「跳ね」戻り、マトリックスが取り外された際に存在
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した隙間を閉鎖するにつれて、マトリックスが取り外される際に形成される隙間が軽減さ
れる。ウェッジ６１０は、図２ａ～２ｃで示すような方法で第１把持セクション６２４が
綿鉗子で把持されながら、最初に遠位先端部６３８が倒壊しつつ挿入されながら、歯Ｔ1

、Ｔ2間に挿入される。スロット６４１によって、ウェッジ６１０が歯Ｔ1、Ｔ2間の隣接
面間空間を通過するにつれて第１側壁６４７と第２側壁６４８が内方に撓むことができる
ようになる。第１群のタブ６５２と第２群のタブ６６４とは、ウェッジ６１０が歯Ｔ1、
Ｔ2間の隣接面間空間を通ってさらに進むにつれて、それぞれ歯Ｔ1、Ｔ2に係合する。
【００６７】
　デンタルウェッジ１１０、２１０、３１０、４１０、５１０、６１０を成形するのに、
様々なポリマー材料を使用することが可能である。ウェッジ１１０、２１０、３１０、４
１０、５１０、６１０は不透明体を形成するポリマー材料から成形することが可能である
。「不透明」とは、ほとんど光を透過しない、したがって光のほとんどを反射、散乱、ま
たは吸収するポリマー材料を意味する。ウェッジ１１０、２１０、３１０、４１０、５１
０、６１０を形成するポリマー材料の非制限的な例には、ポリカーボネート（Ｌｅｘａｎ
（登録商標）ポリカーボネートなど）、アクリル（ポリメチルメタクリレートなど）、ポ
リエステル（ポリエチレンテレフタレートなど）、ポリオレフィン（ポリエチレン、ポリ
プロピレンなど）、およびポリオキシメチレン（約３，０００ＭＰａの弾性率を備えたＤ
ｅｌｒｉｎ（登録商標）など）が含まれる。
【００６８】
　このように、本発明は歯の腐朽部位を修復するのに使用することのできる改良型のデン
タルウェッジを提供する。
【００６９】
　本発明を、特定の実施形態を参照してかなり詳しく説明したが、当業者であれば、本発
明を、限定ではなく例証する目的でここに提示された上述の実施形態とは異なるものによ
って実践することが可能であることを理解するであろう。したがって、ここに添付された
請求項の範囲は本明細書に含まれる実施形態についての説明に限定されるべきではない。
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